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(57)【要約】
　本発明は、第１固定コンタクトと、当該第１固定コン
タクトから離間配置された第２固定コンタクトと、前記
２つの固定コンタクトに対して相対移動可能な少なくと
も１つのコンタクトブリッジとを備える大電流開閉器に
関する。さらに、前記２つの固定コンタクトが互いに接
続されていない開位置から前記コンタクトブリッジが前
記２つの固定コンタクトを互いに電気的に接続する閉位
置に、前記コンタクトブリッジを移動させるための前進
装置が設けられている。前記前進装置は、さらに、前記
閉位置のコンタクトブリッジを前記２つの固定コンタク
トに押しつけるために設けられている。本発明によれば
、前記前進装置は、非弾性で、前記コンタクトブリッジ
および前記前進装置の剛性が押しつける力の方向におい
て少なくとも５０，０００ｋＮｍｍ２の値に対応し、前
記コンタクトブリッジと前記前進装置からなる系の最小
固有振動数が押しつける力の方向において２，０００Ｈ
ｚより高くなるように構成されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１固定コンタクト（２）と、当該第１固定コンタクト（２）から離間配置された第２
固定コンタクト（３）と、前記２つの固定コンタクトに対して相対移動可能な少なくとも
１つのコンタクトブリッジ（４）と、前記２つの固定コンタクトが互いに接続されていな
い開位置から前記コンタクトブリッジが前記２つの固定コンタクトを互いに電気的に接続
する閉位置に前記コンタクトブリッジを移動させるための前進装置とを備え、当該前進装
置は、前記閉位置のコンタクトブリッジを前記２つの固定コンタクトに押しつける目的と
しても設けられている大電流開閉器（１）であって、前記前進装置は、非弾性で、前記コ
ンタクトブリッジおよび前記前進装置の剛性が押しつける力の方向において少なくとも５
０，０００ｋＮｍｍ２の値に対応し、前記コンタクトブリッジと前記前進装置からなる系
の最小固有振動数が押しつける力の方向において２，０００Ｈｚより高くなるように構成
されていることを特徴とする大電流開閉器（１）。
【請求項２】
　移動可能な２つのコンタクトブリッジ（４）が設けられ、前記２つの固定コンタクトは
各々が前記２つのコンタクトブリッジの間の前記コンタクトブリッジのそれぞれの端部に
配置されており、前記前進装置は、前記２つの固定コンタクトが互いに接続されていない
開位置から前記コンタクトブリッジが前記２つの固定コンタクトを両方のコンタクトブリ
ッジによって互いに電気的に接続される閉位置に、前記２つのコンタクトブリッジを移動
させるよう構成され、前記コンタクトブリッジが前記前進装置によって互いに反対向きに
前記閉位置の固定コンタクトに押しつけられることを特徴とする請求項１に記載の大電流
開閉器（１）。
【請求項３】
　前記前進装置は、前記閉位置において、一または複数の前記コンタクトブリッジが前記
２つの固定コンタクトにそれぞれ少なくとも５００Ｎの力で押しつけられるように、寸法
が決定されていることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の大電流開閉器（１）
。
【請求項４】
　前記前進装置が、一または複数の前記コンタクトブリッジを、前記開位置から前記閉位
置に移動させて、ねじ込み端子のように前記固定コンタクトに押しつけるためのスピンド
ル駆動装置を備えることを特徴とする請求項１～３のうちの一項に記載の大電流開閉器（
１）。
【請求項５】
　前記スピンドル駆動装置のスピンドル（５）が前記大電流開閉器（１）の筐体（６）に
回転可能に支持され、当該スピンドルが前記２つの固定コンタクトの間において前記一ま
たは複数のコンタクトブリッジの長手寸法方向に垂直に配置されていることを特徴とする
請求項４に記載の大電流開閉器（１）。
【請求項６】
　前記スピンドル（５）が反対向きにねじ切りされた２本のねじ筋（５１，５２）を有し
、当該反対向きにねじ切りされたねじ筋がそれぞれ前記２つのコンタクトブリッジのうち
の一方に係合していることを特徴とする請求項５に記載の大電流開閉器（１）。
【請求項７】
　前記スピンドル（５）が、所定量の遊びをもって、軸方向に変位可能に、前記筐体（６
）に支持されていることを特徴とする請求項６に記載の大電流開閉器（１）。
【請求項８】
　前記コンタクトブリッジ（４）と前記大電流開閉器（１）の前記筐体（６）との間に少
なくとも一つの摺動ガイドが設けられていることを特徴とする請求項４～７のうちの一項
に記載の大電流開閉器（１）。
【請求項９】
　前記コンタクトブリッジ（４）が、その２つの端部それぞれに、９０°オフセット摺動



(3) JP 2015-502004 A 2015.1.19

10

20

30

40

50

ガイド部（７）を備えていることを特徴とする請求項８に記載の大電流開閉器（１）。
【請求項１０】
　前記前進装置が液圧駆動であることを特徴とする請求項１～３のうちの一項に記載の大
電流開閉器（１）。
【請求項１１】
　前記大電流開閉器はＡＣ開閉器であり、前記コンタクトブリッジおよび前記前進装置か
らなる系の最小固有振動数が前記押しつける力の方向におけるＡＣ周波数よりも高いこと
を特徴とする先行する請求項のうちの一つに記載の大電流開閉器（１）。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、独立請求項１の前提部に記載の大電流開閉器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　このタイプの開閉器は、第１固定コンタクトと、当該第１固定コンタクトから離間配置
された第２固定コンタクトとを備える。さらに、これら２つの固定コンタクトに対して相
対移動可能なコンタクトブリッジと、前記２つの固定コンタクトが互いに接続されていな
い開閉器の開位置から前記コンタクトブリッジが前記２つの固定コンタクトを互いに電気
的に接続する閉位置に前記コンタクトブリッジを移動させるための前進装置とが設けられ
ている。前記前進装置は、前記閉位置のコンタクトブリッジを前記２つの固定コンタクト
に押しつけるために設けられたものでもある。
【０００３】
　一般に、開閉器の２つの基本的に異なる構造設計は、はっきり区別することができる。
第１の構造設計によれば、コンタクトブリッジは、開閉切り替え操作の間、固定コンタク
トの接触面とコンタクトブリッジの接触面とが互いに接触ししっかりと接合するまで、適
切な前進装置によって、前記２つの固定コンタクトに向かって移動させられる。コンタク
トブリッジは、通常、バネで駆動されるが、バネそれ自体として構成されることもある。
この原理によって動作する大電流開閉器は、市販されている。コンタクトブリッジがバネ
として構成されている場合は特に、コンタクトブリッジの寸法が、開閉器の熱的に可能な
連続電流に大きな影響を及ぼす。これら開閉器のうち切り替えがなされた回路に短絡が起
きると、熱的に可能な連続電流よりもかなり高い電流強度を有する電流が、ヒューズが作
動するまでの短い時間流れる。そのような電流のサージにおいて電流強度が数ｋＡとなる
場合、固定コンタクトとコンタクトブリッジとの間に大きな力を発生させる反対向きの磁
場が、接点の領域に電流が流れることにより生成される。これらの磁力は、コンタクトブ
リッジが固定コンタクトに押し付けられるときの接触押圧力とは反対向きであり、電流強
度が十分に大きいときには、これらの磁場が、コンタクトブリッジを浮揚させることもあ
り得る。これにより、固定コンタクトとコンタクトブリッジとの間に電弧が形成され、固
定コンタクトとコンタクトブリッジとが局所的に加熱され、材料の溶融を引き起こすこと
さえあり得る。コンタクトブリッジが浮揚する場合、電弧を流れる電流は、開閉器の閉状
態において流れる電流よりずっと小さい。電流が小さいと磁気的に生成する浮揚力が小さ
くなり、それによって、常時作用する接触押圧力により、開閉器は、その後短時間で再び
閉状態になる。このプロセスは、電流のサージが続く間は継続する。接点の電弧による加
熱は、コンタクトの溶融を結果としてもたらすかもしれない。特に留意すべき側面は、バ
ネ駆動のコンタクトブリッジおよびそれ自身バネとして構成されたコンタクトブリッジの
場合に、コンタクトブリッジが繰り返し浮揚する現象である。励起電流の周波数がバネの
固有振動数の範囲にある場合に、共鳴破壊が生じ、間歇的に発生する電弧が特に長い時間
持続することになる。
【０００４】
　バネ駆動の大電流開閉器としては、３０ｋＡまでの電流のサージに適合したものが、現
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在市販されている。限定要因は、最終的な解析において、バネにより発生することが可能
で、それによりコンタクトブリッジが２つの固定コンタクトに押し付けられる接触押圧力
である。このような開閉器は、無負荷時には、正常に切り替わる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　大電流の新しい用途には、約８００アンペアの熱的に連続する電流のサージを許容し、
８５ｋＡ以下あるいはそれ以上のサージ電流に適合した開閉器が必要である。これらの必
要性を満たすことができるのは、現在のところ、いわゆるブレードコンタクト開閉器であ
る。第２の構造設計の場合、コンタクトブレードは、通常楔形状であり、固定コンタクト
の相補的楔形状の受容手段に押し込まれる。ブレードコンタクト開閉器は、しばしば、ブ
レード、すなわちコンタクトブリッジが、２つの固定コンタクトの内の一方に回転可能に
接続され、第２固定コンタクトの相補的受容手段にのみ押し込まれるように構成される。
ブレードコンタクト開閉器は、非常に大きな熱的連続電流の切り替えに適合したものであ
るとともに、非常に大きな動的電流サージに適合している。開閉器がオンの間はブレード
が押し込まれ、開閉器がオフの間はコンタクトが引き離されるという事実は、摩擦のため
相対的に摩耗が激しいことを意味する。前記第１の構造設計による開閉器と比較すると、
ブレードコンタクト開閉器は、比較的耐用年数が短い。
【０００６】
　冒頭で触れたタイプの開閉器は、先行技術として公知のドイツ特許DE 10 2006 008480 
B4公報に記載されている。この公報は、特に大電流パルスとその結果としてのコンタクト
ブリッジの浮揚に応答し、電弧が形成される可能性があり、これが固定コンタクトととも
に可動コンタクトブリッジをも破壊するという課題についても言及している。そこで、ド
イツ特許DE 10 2006 008480 B4公報は、コンタクトブリッジが、Ｕ字形状ないしカップ形
状の部品として、開閉器オンの状態で、２つの固定コンタクトから垂直に突出する延出部
を取り囲むように構成することを提案している。２つの固定コンタクトの延出部は弾性が
あって、開閉器オンの状態では、カップ形状のコンタクトブリッジに対して内側から外側
に押圧する。この構造設計の場合、電流パルスにより生成する磁場が固定コンタクトとコ
ンタクトブリッジとの間の接触押圧力を増大させる。コンタクトブリッジの浮揚が、この
ようにして回避される。２つの固定コンタクトの弾性延出部は、一方で、開閉器オフの状
態では外側に拡がって、開閉器の閉および開の間、コンタクトブリッジおよび固定コンタ
クト延出部は摩擦による摩耗を免れないのであり、このことは、ドイツ特許DE 10 2006 0
08480 B4公報から知られている開閉器の耐用年数が比較的短いことを意味する。
【０００７】
　したがって、約８００アンペアの熱的な連続電流および約８５ｋＡ以下のサージ電流に
適合しているとともに、耐用年数が長い大電流開閉器を提供することが本発明の目的であ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的は、独立請求項１の特徴により達成される。この請求項によれば、前記前進装
置が、非弾性で、前記コンタクトブリッジおよび前記前進装置の押しつける力の方向にお
ける剛性が少なくとも５０，０００ｋＮｍｍ２の値に対応し、前記コンタクトブリッジと
前記前進装置からなる系の最小固有振動数が押しつける力の方向において２，０００Ｈｚ
より高くなるように構成されているとき、本発明にしたがって、前記目的が達成される。
前記コンタクトブリッジおよび前記前進装置は、このように、必要な大きな押しつける力
を伝達することができる充分な剛性を有し、約８５ｋＡ以下の大きなサージ電流に応答し
て前記コンタクトブリッジが浮揚してしまうことが防止される。コンタクトブリッジおよ
び前進装置からなる系が本発明にしたがって有する少なくとも２，０００Ｈｚという最小
固有振動数は、共鳴破壊を防止することを保証するものである。想定可能な使用形態にお
いて発生しうる励起周波数は２，０００Ｈｚよりも低い。コンタクトブリッジおよび前進
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装置からなるシステムはその全体において、剛性があり、その結果、弾性がないと考えら
れる。このことは、前進装置の、そしてコンタクトブリッジの、力の伝達に直接関与しな
い個々の部品が低い剛性値をもたないかもしれないことを意味するわけではない。そのよ
うな部品としては、例えば、前進装置またはコンタクトブリッジの特定の部材に装着可能
なワッシャーがある。
【０００９】
　電流サージが発生すると、固定コンタクトとコンタクトブリッジとの間の前進装置の押
しつける力によって維持される接続状態が、コンタクトブリッジを浮揚させることなく、
一時的に解除される。固定コンタクトおよびコンタクトブリッジが、わずかな一過性の変
形をうけるだけである。大電流の力によって発生する磁力はコンタクトブリッジおよび前
進装置により吸収され、完全に熱に変換される。従来のブレードコンタクト開閉器と比較
して達成される特に大きな利点は、本発明による大電流開閉器の耐用年数が非常に長いと
いう点にみることができる。
【００１０】
　本発明の好ましい実施形態は、従属請求項の主題である。
【００１１】
　本発明の特に好ましい実施形態にしたがって、移動可能な２つのコンタクトブリッジが
設けられ、前記２つの固定コンタクトは各々が前記２つのコンタクトブリッジの間の前記
コンタクトブリッジのそれぞれの端部に配置されており、前記前進装置は、前記２つのコ
ンタクトブリッジを前記２つの固定コンタクトが互いに接続されていない開位置から前記
コンタクトブリッジが前記２つの固定コンタクトを両方のコンタクトブリッジによって互
いに電気的に接続される閉位置に移動させるよう構成され、前記コンタクトブリッジが前
記前進装置によって互いに反対向きに前記閉位置の固定コンタクトに押しつけられる。こ
の実施形態は、特に大きな接触押圧力の印加を許容する。好ましくは、２つのコンタクト
ブリッジが固定コンタクトに対して押しつけられるときの力が同じであり、２つの固定コ
ンタクトの支持部に作用する合力はゼロに向かう傾向がある。したがって、固定コンタク
トは、大電流開閉器の筐体内に、特別に安定的に支持されている必要はない。特に大きな
接触押圧力による開閉器の破壊がこのようにして回避される。
【００１２】
　本発明のさらに特別に好ましい実施形態にしたがって、前記前進装置は、前記閉位置に
おいて、一または複数の前記コンタクトブリッジが前記２つの固定コンタクトにそれぞれ
少なくとも５００Ｎの力で押しつけられるように、寸法が決定されている。これにより、
コンタクトブリッジが３５ｋＡを超えるサージ電流に応答して浮揚することが回避される
。
【００１３】
　本発明の他の特別に好ましい実施形態にしたがって、前記前進装置が、一または複数の
前記コンタクトブリッジを、前記開位置から前記閉位置に移動させて、ねじ込み端子のよ
うに前記固定コンタクトに押しつけるためのスピンドル駆動装置を備える。この実施形態
によって、大電流開閉器が非常に簡素な構造となるとともに、非常に大きな接触押圧力の
印加が可能となる。大きな接触押圧力を発生させるために、また、非常に多様なギヤユニ
ット、たとえば、楔形ギヤなどが、代替として考えられる。
【００１４】
　好ましくは、前記スピンドル駆動装置のスピンドルは、前記大電流開閉器の筐体に回転
可能に支持されるとともに、当該スピンドルは、前記２つの固定コンタクトの間において
前記一または複数のコンタクトブリッジの長手寸法方向に垂直に配置されている。この実
施形態によれば、両方の固定コンタクトに等しく分布する接触押圧力を生成するために必
要なスピンドルは一つだけである。この構造は、特別簡素であり、その上、低価格で製造
可能である。
【００１５】
　他の好ましい実施形態にしたがって、前記スピンドルは、反対向きにねじ切りされた２
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本のねじ筋を有し、当該反対向きにねじ切りされたねじ筋は、それぞれ前記２つのコンタ
クトブリッジのうちの一方に係合している。したがって、２つのコンタクトブリッジが固
定コンタクトと接触していない開位置から、２つのコンタクトブリッジが２つの固定コン
タクトを相互接続する閉位置まで、２つのコンタクトブリッジを移動させることが容易に
可能である。２つのコンタクトブリッジは、たとえば、スピンドルが時計回りに回転する
と互いに接近するとともに固定コンタクトに近づく方向に移動する一方、スピンドルが反
時計回りに回転すると固定コンタクトから離れる方向に移動するものとすることができる
。
【００１６】
　他の好ましい実施形態にしたがって、前記スピンドルは、所定量の遊びをもって、軸方
向に変位可能に、前記筐体に支持されている。このことが、２つのコンタクトブリッジが
固定コンタクトに均一に押しつけられることを保障する。部材の公差には、次のような効
果があるといえる。スピンドルが軸方向に変位できないように支持されている場合、開閉
切り替え動作中に、２つのコンタクトブリッジの内の一方が、他方のコンタクトブリッジ
よりも先に固定コンタクトに到達する。その結果、固定コンタクトに曲げモーメントが作
用し、それにより、各開閉切り替え動作中に２つの固定コンタクトの支持部に荷重がかか
ってしまう。これは、開閉器の耐用年数を減じることにつながる。スピンドルの軸方向の
遊びは、当然、コンタクトブリッジの開位置と閉位置の間の距離よりも小さい。
【００１７】
　本発明の他の好ましい実施形態にしたがって、前記コンタクトブリッジと大電流開閉器
の筐体との間に少なくとも一つの摺動ガイドが設けられている。このことは、コンタクト
ブリッジが確実かつ容易に開閉可能であることを保証する。
【００１８】
　好ましくは、コンタクトブリッジは、その２つの端部それぞれに、９０°オフセット摺
動ガイド部を備えている。これにより、コンタクトブリッジが筐体の各部材上をきわめて
正確に案内されることが可能になるとともに、この実施形態は非常に低価格で実現可能で
ある。
【００１９】
　本発明の他の好ましい実施形態にしたがって、前記前進装置は液圧駆動されている。液
圧手段により達成することができる接触押圧力は非常に大きい。また、液圧前進装置は、
上に具体的に記した意味における剛性を有する。
【００２０】
　本発明の他の好ましい実施形態にしたがって、前記大電流開閉器はＡＣ開閉器であり、
前記コンタクトブリッジおよび前記前進装置からなる系の最小固有振動数は、前記押しつ
ける力の方向におけるＡＣ周波数よりも高くなっている。大電流強度の交流が大電流開閉
器を流れると、固定コンタクトとコンタクトブリッジとの間の接触領域にＡＣ磁場が生じ
、そのＡＣ磁場はその交流の周波数で発生する。ＡＣ周波数がコンタクトブリッジと前進
装置からなる系の共鳴振動数の範囲にあると、その系を振動させる。これは、共鳴破壊を
引き起こすかもしれない。結果として、コンタクトブリッジが周期的な浮揚し、コンタク
トブリッジと固定コンタクトとの間に電弧が形成される。しかし、もし、開閉器が、好ま
しい実施形態にしたがって、コンタクトブリッジおよび前進装置からなる系の固有振動数
が押しつける力の方向におけるＡＣ周波数よりも高ければ、確実に、この振動の励起は回
避される。
【００２１】
　固定コンタクトの接触面および固定ブリッジの接触面は好ましくは銀からなる。銀は、
非常にやわらかく、接触押圧力により固定コンタクトとコンタクトブリッジとの間の非常
に良好な接触が達成される。
【００２２】
　以下に、本発明の実施形態を、図面を参照しつつ詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
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【００２３】
【図１】本発明による大電流開閉器の閉位置における斜視図を示す。
【図２】図１に示した本発明による大電流開閉器の開位置における斜視図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下の説明において、同じ部品は同じ参照番号で示す。
【００２５】
　図１および図２は、本発明による大電流開閉器１の実施形態を、閉位置（図１）および
開位置（図２）において、示している。
【００２６】
　本発明による大電流開閉器１の筐体６は、開閉器の内部が見えるように、部分的に開放
した状態で示している。
【００２７】
　開閉器は、左側に第１固定コンタクト２、右側に第２固定コンタクト３を備えている。
２つの固定コンタクト２，３は、互いに離間した関係で、開閉器１の筐体６内に支持され
ており、固定コンタクト２および固定コンタクト３のそれぞれの一端部は筐体６を越えて
突出している。この端部には、開閉器１を、開閉切り替えされる電気回路に結合させるた
め、それぞれ電気接続部９が設けられている。
【００２８】
　図１に示す開閉器１の閉位置において、２つの固定コンタクト２，３は、２つのコンタ
クトブリッジ４を介して互いに電気的に接続される。２つのコンタクトブリッジ４は、そ
れぞれ、第１接触面４１と第２接触面とがその両端に配置された導体としての長方形の銅
製棒材４３からなる。接触面４１，４２は、図２でのみ特定されている。図２には、第１
固定コンタクトが、筐体６の内部に配置されたその端部の上側と下側にそれぞれ接触面２
１を備えていることも示されている。同様に、右側の第２固定コンタクト３も、２つの同
様の接触面３１を備えている。図１に示す開閉器の閉状態において、２つのブリッジ４の
第１接触面４１は、第１固定コンタクト２のそれぞれの接触面２１と平面接触している。
ブリッジ４の第２接触面４２は、第２固定コンタクト３のそれぞれの接触面３１と接触し
ている。
【００２９】
　２つのコンタクトブリッジ４の長手方向に垂直に、スピンドル５が、２つの固定コンタ
クト２，３の中間に配置されており、このスピンドルは、筐体６に回転可能に支持されて
いる。スピンドル５は、開閉器を動作させるために、すなわち、閉への切り替え中は、２
つのコンタクトブリッジ４を固定コンタクト２，３に向けて動かして、相互に、固定コン
タクト２，３に押しつけるとともに、開への切り替え中は、２つのコンタクトブリッジ４
を２つの固定コンタクト２，３から引き離すように動かすために設けられている。この目
的のために、スピンドル５は、それぞれ、コンタクトブリッジ４に固定的に接続されてい
るナット８を介して２つのコンタクトブリッジ４のうちの対応する一方と係合する２つの
ねじ筋部５１，５２を備えている。２つのねじ筋部５１，５２は、反対向きにねじ切りさ
れており、ねじ切りされたスピンドル５の反時計回りの回転が２つのコンタクトブリッジ
を互いに近づく方向および２つの固定コンタクト２，３に向かう方向に動かすようになっ
ている。スピンドル５の時計回りの回転は、２つのコンタクトブリッジが互いに離れる方
向に動き、２つの固定コンタクト２，３が接続解除される作用を有する。筐体６上でコン
タクトブリッジを案内するために、コンタクトブリッジは、その２つの端部のそれぞれに
、対応する摺動ガイド部７を備えている。摺動ガイド部７は、鋼板部材であり、ブリッジ
４の銅製棒材４３に螺合され、コンタクトブリッジ４のそれぞれの端部から垂直に突出し
ている。したがって、摺動ガイド部７の突出脚部は、スピンドル５の軸線に対して平行に
延びている。摺動ガイド部７の突出脚部は、筐体６の摺接ガイドブロック６１上を案内さ
れる。また、摺接ブロック６１のガイド面も、スピンドルの軸線に対して平行に延びてい
る。
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【００３０】
　２つのコンタクトブリッジ４の移動方向は、２つの固定コンタクト２，３の接触面２１
，３１に垂直に延びているので、開閉器の開閉中に、コンタクトブリッジ４の接触面４１
，４２と固定コンタクト２，３の接触面２１，３１との間に摩擦は生じないか、生じると
しても非常に小さい摩擦となる。
【００３１】
　したがって、本発明による開閉器１は、同等のブレードコンタクト開閉器よりも、ずっ
と長い耐用年数を享受する。接触面２１，３１，４１，４２は銀でできている。銀は、導
電性が高く、比較的やわらかくもあるので、たとえ接触押圧力が小さかった場合でも、コ
ンタクトブリッジと固定コンタクトとの間で、良好な接触が達成される。
【００３２】
　スピンドル５の駆動装置は図示していないが、たとえば、電動機からなる。スピンドル
駆動装置によって、コンタクトブリッジ４を固定コンタクト２，３の内側端部に押しつけ
る高い接触圧力が、エンジントルクが低くても、達成可能である。部材の公差を補償する
ために、ねじ切りされたスピンドル５は、所定量の遊びをもって、開閉器１の筐体６に対
して、軸方向に変位可能に、支持されている。２つのコンタクトブリッジ４は、したがっ
て、開閉器の閉状態において、２つの固定コンタクト２，３に対して均一に押しつけられ
る。

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月18日(2013.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、独立請求項１の前提部に記載の大電流開閉器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　このタイプの開閉器は、第１固定コンタクトと、当該第１固定コンタクトから離間配置
された第２固定コンタクトとを備える。さらに、これら２つの固定コンタクトに対して相
対移動可能なコンタクトブリッジと、前記２つの固定コンタクトが互いに接続されていな
い開閉器の開位置から前記コンタクトブリッジが前記２つの固定コンタクトを互いに電気
的に接続する閉位置に前記コンタクトブリッジを移動させるための非弾性の前進装置とが
設けられている。前記前進装置は、前記閉位置のコンタクトブリッジを前記２つの固定コ
ンタクトに押しつけるために設けられたものでもある。
【０００３】
　一般に、開閉器の２つの基本的に異なる構造設計は、はっきり区別することができる。
第１の構造設計によれば、コンタクトブリッジは、開閉切り替え操作の間、固定コンタク
トの接触面とコンタクトブリッジの接触面とが互いに接触ししっかりと接合するまで、適
切な前進装置によって、前記２つの固定コンタクトに向かって移動させられる。コンタク
トブリッジは、通常、バネで駆動されるが、バネそれ自体として構成されることもある。
この原理によって動作する大電流開閉器は、市販されている。コンタクトブリッジがバネ
として構成されている場合は特に、コンタクトブリッジの寸法が、開閉器の熱的に可能な
連続電流に大きな影響を及ぼす。これら開閉器のうち切り替えがなされた回路に短絡が起
きると、熱的に可能な連続電流よりもかなり高い電流強度を有する電流が、ヒューズが作
動するまでの短い時間流れる。そのような電流のサージにおいて電流強度が数ｋＡとなる
場合、固定コンタクトとコンタクトブリッジとの間に大きな力を発生させる反対向きの磁
場が、接点の領域に電流が流れることにより生成される。これらの磁力は、コンタクトブ
リッジが固定コンタクトに押し付けられるときの接触押圧力とは反対向きであり、電流強
度が十分に大きいときには、これらの磁場が、コンタクトブリッジを浮揚させることもあ
り得る。これにより、固定コンタクトとコンタクトブリッジとの間に電弧が形成され、固
定コンタクトとコンタクトブリッジとが局所的に加熱され、材料の溶融を引き起こすこと
さえあり得る。コンタクトブリッジが浮揚する場合、電弧を流れる電流は、開閉器の閉状
態において流れる電流よりずっと小さい。電流が小さいと磁気的に生成する浮揚力が小さ
くなり、それによって、常時作用する接触押圧力により、開閉器は、その後短時間で再び
閉状態になる。このプロセスは、電流のサージが続く間は継続する。接点の電弧による加
熱は、コンタクトの溶融を結果としてもたらすかもしれない。特に留意すべき側面は、バ
ネ駆動のコンタクトブリッジおよびそれ自身バネとして構成されたコンタクトブリッジの
場合に、コンタクトブリッジが繰り返し浮揚する現象である。励起電流の周波数がバネの
固有振動数の範囲にある場合に、共鳴破壊が生じ、間歇的に発生する電弧が特に長い時間
持続することになる。
【０００４】
　バネ駆動の大電流開閉器としては、３０ｋＡまでの電流のサージに適合したものが、現
在市販されている。限定要因は、最終的な解析において、バネにより発生することが可能
で、それによりコンタクトブリッジが２つの固定コンタクトに押し付けられる接触押圧力
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である。このような開閉器は、無負荷時には、正常に切り替わる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　大電流の新しい用途には、約８００アンペアの熱的に連続する電流のサージを許容し、
８５ｋＡ以下あるいはそれ以上のサージ電流に適合した開閉器が必要である。これらの必
要性を満たすことができるのは、現在のところ、いわゆるブレードコンタクト開閉器であ
る。第２の構造設計の場合、コンタクトブレードは、通常楔形状であり、固定コンタクト
の相補的楔形状の受容手段に押し込まれる。ブレードコンタクト開閉器は、しばしば、ブ
レード、すなわちコンタクトブリッジが、２つの固定コンタクトの内の一方に回転可能に
接続され、第２固定コンタクトの相補的受容手段にのみ押し込まれるように構成される。
ブレードコンタクト開閉器は、非常に大きな熱的連続電流の切り替えに適合したものであ
るとともに、非常に大きな動的電流サージに適合している。開閉器がオンの間はブレード
が押し込まれ、開閉器がオフの間はコンタクトが引き離されるという事実は、摩擦のため
相対的に摩耗が激しいことを意味する。前記第１の構造設計による開閉器と比較すると、
ブレードコンタクト開閉器は、比較的耐用年数が短い。
【０００６】
　冒頭で触れたタイプの開閉器は、先行技術として公知のドイツ特許DE 10 2006 008480 
B4公報に記載されている。この公報は、特に大電流パルスとその結果としてのコンタクト
ブリッジの浮揚に応答し、電弧が形成される可能性があり、これが固定コンタクトととも
に可動コンタクトブリッジをも破壊するという課題についても言及している。そこで、ド
イツ特許DE 10 2006 008480 B4公報は、コンタクトブリッジが、Ｕ字形状ないしカップ形
状の部品として、開閉器オンの状態で、２つの固定コンタクトから垂直に突出する延出部
を取り囲むように構成することを提案している。２つの固定コンタクトの延出部は弾性が
あって、開閉器オンの状態では、カップ形状のコンタクトブリッジに対して内側から外側
に押圧する。この構造設計の場合、電流パルスにより生成する磁場が固定コンタクトとコ
ンタクトブリッジとの間の接触押圧力を増大させる。コンタクトブリッジの浮揚が、この
ようにして回避される。２つの固定コンタクトの弾性延出部は、一方で、開閉器オフの状
態では外側に拡がって、開閉器の閉および開の間、コンタクトブリッジおよび固定コンタ
クト延出部は摩擦による摩耗を免れないのであり、このことは、ドイツ特許DE 10 2006 0
08480 B4公報から知られている開閉器の耐用年数が比較的短いことを意味する。
【０００７】
　ドイツ特許出願公開DE 1540490 A1公報は、圧力ガス絶縁高電圧開閉切換システムを開
示している。この開閉切換システムのコンタクトブリッジを動作させる機構は、持ち上げ
台（lifting platform）に類した構成となっている。動作は、スピンドル駆動装置によっ
て行われる。
【０００８】
　オーストリア特許AT 143521 B公報は、間に複数の固定コンタクトを配置した２つのコ
ンタクトブリッジを備える大電流開閉器を開示している。両コンタクトブリッジは接点圧
力バネを備えている。
【０００９】
　ドイツ特許DE 19859199 C1公報は、断路器を開示しており、これも２つのコンタクトブ
リッジを有するものである。また、この断路器も、接点圧力バネを備えている。
【００１０】
　したがって、約８００アンペアの熱的な連続電流および約８５ｋＡ以下のサージ電流に
適合しているとともに、耐用年数が長い大電流開閉器を提供することが本発明の目的であ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この目的は、独立請求項１の特徴により達成される。この請求項によれば、移動可能な
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２つのコンタクトブリッジが設けられ、前記２つの固定コンタクトは各々が前記２つのコ
ンタクトブリッジの間の前記コンタクトブリッジのそれぞれの端部に配置されており前記
前進装置は、前記２つの固定コンタクトが互いに接続していない開位置から前記コンタク
トブリッジが前記２つの固定コンタクトを両コンタクトブリッジによって互いに電気的に
接続される閉位置に、前記２つのコンタクトブリッジを移動させるように構成され、前記
コンタクトブリッジが前記前進装置によって互いに反対向きに前記閉位置の固定コンタク
トに押しつけられ、前記コンタクトブリッジおよび前記前進装置の剛性が、押しつける力
の方向において、少なくとも５０，０００ｋＮｍｍ２の値に対応し、前記コンタクトブリ
ッジと前記前進装置からなる系の最小固有振動数が押しつける力の方向において２，００
０Ｈｚより高くなるように構成されているとき、本発明にしたがって、前記目的が達成さ
れる。前記コンタクトブリッジおよび前記前進装置は、このように、必要な大きな押しつ
ける力を伝達することができる充分な剛性を有し、約８５ｋＡ以下の大きなサージ電流に
応答して前記コンタクトブリッジが浮揚してしまうことが防止される。コンタクトブリッ
ジおよび前進装置からなる系が本発明にしたがって有する少なくとも２，０００Ｈｚとい
う最小固有振動数は、共鳴破壊を防止することを保証するものである。想定可能な使用形
態において発生しうる励起周波数は２，０００Ｈｚよりも低い。コンタクトブリッジおよ
び前進装置からなるシステムはその全体において、剛性があり、その結果、弾性がないと
考えられる。このことは、前進装置の、そしてコンタクトブリッジの、力の伝達に直接関
与しない個々の部品が低い剛性値をもたないかもしれないことを意味するわけではない。
そのような部品としては、例えば、前進装置またはコンタクトブリッジの特定の部材に装
着可能なワッシャーがある。本発明による大電流開閉器は、特に大きい接触押圧力の印加
を許容する。
【００１２】
　電流サージが発生すると、固定コンタクトとコンタクトブリッジとの間の前進装置の押
しつける力によって維持される接続状態が、コンタクトブリッジを浮揚させることなく、
一時的に解除される。固定コンタクトおよびコンタクトブリッジが、わずかな一過性の変
形をうけるだけである。大電流の力によって発生する磁力はコンタクトブリッジおよび前
進装置により吸収され、完全に熱に変換される。従来のブレードコンタクト開閉器と比較
して達成される特に大きな利点は、本発明による大電流開閉器の耐用年数が非常に長いと
いう点にみることができる。
【００１３】
　本発明の好ましい実施形態は、従属請求項の主題である。
【００１４】
　本発明の特に好ましい実施形態にしたがって、２つのコンタクトブリッジが固定コンタ
クトに対して押しつけられるときの力が同じであり、２つの固定コンタクトの支持部に作
用する合力はゼロに向かう傾向がある。したがって、固定コンタクトは、大電流開閉器の
筐体内に、特別に安定的に支持されている必要はない。特に大きな接触押圧力による開閉
器の破壊がこのようにして回避される。
【００１５】
　本発明のさらに特別に好ましい実施形態にしたがって、前記前進装置は、前記閉位置に
おいて、前記各コンタクトブリッジが前記２つの固定コンタクトに少なくとも５００Ｎの
力で押しつけられるように、寸法が決定されている。これにより、コンタクトブリッジが
３５ｋＡを超えるサージ電流に応答して浮揚することが回避される。
【００１６】
　本発明の他の特別に好ましい実施形態にしたがって、前記前進装置が、前記コンタクト
ブリッジを、前記開位置から前記閉位置に移動させて、ねじ込み端子のように前記固定コ
ンタクトに押しつけるためのスピンドル駆動装置を備える。この実施形態によって、大電
流開閉器が非常に簡素な構造となるとともに、非常に大きな接触押圧力の印加が可能とな
る。大きな接触押圧力を発生させるために、また、非常に多様なギヤユニット、たとえば
、楔形ギヤなどが、代替として考えられる。
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【００１７】
　好ましくは、前記スピンドル駆動装置のスピンドルは、前記大電流開閉器の筐体に回転
可能に支持されるとともに、当該スピンドルは、前記２つの固定コンタクトの間において
前記コンタクトブリッジの長手寸法方向に垂直に配置されている。この実施形態によれば
、両方の固定コンタクトに等しく分布する接触押圧力を生成するために必要なスピンドル
は一つだけである。この構造は、特別簡素であり、その上、低価格で製造可能である。
【００１８】
　他の好ましい実施形態にしたがって、前記スピンドルは、反対向きにねじ切りされた２
本のねじ筋を有し、当該反対向きにねじ切りされたねじ筋は、それぞれ前記２つのコンタ
クトブリッジのうちの一方に係合している。したがって、２つのコンタクトブリッジが固
定コンタクトと接触していない開位置から、２つのコンタクトブリッジが２つの固定コン
タクトを相互接続する閉位置まで、２つのコンタクトブリッジを移動させることが容易に
可能である。２つのコンタクトブリッジは、たとえば、スピンドルが時計回りに回転する
と互いに接近するとともに固定コンタクトに近づく方向に移動する一方、スピンドルが反
時計回りに回転すると固定コンタクトから離れる方向に移動するものとすることができる
。
【００１９】
　他の好ましい実施形態にしたがって、前記スピンドルは、所定量の遊びをもって、軸方
向に変位可能に、前記筐体に支持されている。このことが、２つのコンタクトブリッジが
固定コンタクトに均一に押しつけられることを保障する。部材の公差には、次のような効
果があるといえる。スピンドルが軸方向に変位できないように支持されている場合、開閉
切り替え動作中に、２つのコンタクトブリッジの内の一方が、他方のコンタクトブリッジ
よりも先に固定コンタクトに到達する。その結果、固定コンタクトに曲げモーメントが作
用し、それにより、各開閉切り替え動作中に２つの固定コンタクトの支持部に荷重がかか
ってしまう。これは、開閉器の耐用年数を減じることにつながる。スピンドルの軸方向の
遊びは、当然、コンタクトブリッジの開位置と閉位置の間の距離よりも小さい。
【００２０】
　本発明の他の好ましい実施形態にしたがって、前記コンタクトブリッジと大電流開閉器
の筐体との間に少なくとも一つの摺動ガイドが設けられている。このことは、コンタクト
ブリッジが確実かつ容易に開閉可能であることを保証する。
【００２１】
　好ましくは、コンタクトブリッジは、その２つの端部それぞれに、９０°オフセット摺
動ガイド部を備えている。これにより、コンタクトブリッジが筐体の各部材上をきわめて
正確に案内されることが可能になるとともに、この実施形態は非常に低価格で実現可能で
ある。
【００２２】
　本発明の他の好ましい実施形態にしたがって、前記前進装置は液圧駆動されている。液
圧手段により達成することができる接触押圧力は非常に大きい。また、液圧前進装置は、
上に具体的に記した意味における剛性を有する。
【００２３】
　本発明の他の好ましい実施形態にしたがって、前記大電流開閉器はＡＣ開閉器であり、
前記コンタクトブリッジおよび前記前進装置からなる系の最小固有振動数は、前記押しつ
ける力の方向におけるＡＣ周波数よりも高くなっている。大電流強度の交流が大電流開閉
器を流れると、固定コンタクトとコンタクトブリッジとの間の接触領域にＡＣ磁場が生じ
、そのＡＣ磁場はその交流の周波数で発生する。ＡＣ周波数がコンタクトブリッジと前進
装置からなる系の共鳴振動数の範囲にあると、その系を振動させる。これは、共鳴破壊を
引き起こすかもしれない。結果として、コンタクトブリッジが周期的な浮揚し、コンタク
トブリッジと固定コンタクトとの間に電弧が形成される。しかし、もし、開閉器が、好ま
しい実施形態にしたがって、コンタクトブリッジおよび前進装置からなる系の固有振動数
が押しつける力の方向におけるＡＣ周波数よりも高ければ、確実に、この振動の励起は回
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避される。
【００２４】
　固定コンタクトの接触面および固定ブリッジの接触面は好ましくは銀からなる。銀は、
非常にやわらかく、接触押圧力により固定コンタクトとコンタクトブリッジとの間の非常
に良好な接触が達成される。
【００２５】
　以下に、本発明の実施形態を、図面を参照しつつ詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明による大電流開閉器の閉位置における斜視図を示す。
【図２】図１に示した本発明による大電流開閉器の開位置における斜視図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下の説明において、同じ部品は同じ参照番号で示す。
【００２８】
　図１および図２は、本発明による大電流開閉器１の実施形態を、閉位置（図１）および
開位置（図２）において、示している。
【００２９】
　本発明による大電流開閉器１の筐体６は、開閉器の内部が見えるように、部分的に開放
した状態で示している。
【００３０】
　開閉器は、左側に第１固定コンタクト２、右側に第２固定コンタクト３を備えている。
２つの固定コンタクト２，３は、互いに離間した関係で、開閉器１の筐体６内に支持され
ており、固定コンタクト２および固定コンタクト３のそれぞれの一端部は筐体６を越えて
突出している。この端部には、開閉器１を、開閉切り替えされる電気回路に結合させるた
め、それぞれ電気接続部９が設けられている。
【００３１】
　図１に示す開閉器１の閉位置において、２つの固定コンタクト２，３は、２つのコンタ
クトブリッジ４を介して互いに電気的に接続される。２つのコンタクトブリッジ４は、そ
れぞれ、第１接触面４１と第２接触面とがその両端に配置された導体としての長方形の銅
製棒材４３からなる。接触面４１，４２は、図２でのみ特定されている。図２には、第１
固定コンタクトが、筐体６の内部に配置されたその端部の上側と下側にそれぞれ接触面２
１を備えていることも示されている。同様に、右側の第２固定コンタクト３も、２つの同
様の接触面３１を備えている。図１に示す開閉器の閉状態において、２つのブリッジ４の
第１接触面４１は、第１固定コンタクト２のそれぞれの接触面２１と平面接触している。
ブリッジ４の第２接触面４２は、第２固定コンタクト３のそれぞれの接触面３１と接触し
ている。
【００３２】
　２つのコンタクトブリッジ４の長手方向に垂直に、スピンドル５が、２つの固定コンタ
クト２，３の中間に配置されており、このスピンドルは、筐体６に回転可能に支持されて
いる。スピンドル５は、開閉器を動作させるために、すなわち、閉への切り替え中は、２
つのコンタクトブリッジ４を固定コンタクト２，３に向けて動かして、相互に、固定コン
タクト２，３に押しつけるとともに、開への切り替え中は、２つのコンタクトブリッジ４
を２つの固定コンタクト２，３から引き離すように動かすために設けられている。この目
的のために、スピンドル５は、それぞれ、コンタクトブリッジ４に固定的に接続されてい
るナット８を介して２つのコンタクトブリッジ４のうちの対応する一方と係合する２つの
ねじ筋部５１，５２を備えている。２つのねじ筋部５１，５２は、反対向きにねじ切りさ
れており、ねじ切りされたスピンドル５の反時計回りの回転が２つのコンタクトブリッジ
を互いに近づく方向および２つの固定コンタクト２，３に向かう方向に動かすようになっ
ている。スピンドル５の時計回りの回転は、２つのコンタクトブリッジが互いに離れる方
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向に動き、２つの固定コンタクト２，３が接続解除される作用を有する。筐体６上でコン
タクトブリッジを案内するために、コンタクトブリッジは、その２つの端部のそれぞれに
、対応する摺動ガイド部７を備えている。摺動ガイド部７は、鋼板部材であり、ブリッジ
４の銅製棒材４３に螺合され、コンタクトブリッジ４のそれぞれの端部から垂直に突出し
ている。したがって、摺動ガイド部７の突出脚部は、スピンドル５の軸線に対して平行に
延びている。摺動ガイド部７の突出脚部は、筐体６の摺接ガイドブロック６１上を案内さ
れる。また、摺接ブロック６１のガイド面も、スピンドルの軸線に対して平行に延びてい
る。
【００３３】
　２つのコンタクトブリッジ４の移動方向は、２つの固定コンタクト２，３の接触面２１
，３１に垂直に延びているので、開閉器の開閉中に、コンタクトブリッジ４の接触面４１
，４２と固定コンタクト２，３の接触面２１，３１との間に摩擦は生じないか、生じると
しても非常に小さい摩擦となる。
【００３４】
　したがって、本発明による開閉器１は、同等のブレードコンタクト開閉器よりも、ずっ
と長い耐用年数を享受する。接触面２１，３１，４１，４２は銀でできている。銀は、導
電性が高く、比較的やわらかくもあるので、たとえ接触押圧力が小さかった場合でも、コ
ンタクトブリッジと固定コンタクトとの間で、良好な接触が達成される。
【００３５】
　スピンドル５の駆動装置は図示していないが、たとえば、電動機からなる。スピンドル
駆動装置によって、コンタクトブリッジ４を固定コンタクト２，３の内側端部に押しつけ
る高い接触圧力が、エンジントルクが低くても、達成可能である。部材の公差を補償する
ために、ねじ切りされたスピンドル５は、所定量の遊びをもって、開閉器１の筐体６に対
して、軸方向に変位可能に、支持されている。２つのコンタクトブリッジ４は、したがっ
て、開閉器の閉状態において、２つの固定コンタクト２，３に対して均一に押しつけられ
る。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１固定コンタクト（２）と、当該第１固定コンタクト（２）から離間配置された第２
固定コンタクト（３）と、前記２つの固定コンタクトに対して相対移動可能な少なくとも
１つのコンタクトブリッジ（４）と、前記２つの固定コンタクトが互いに接続されていな
い開位置から前記コンタクトブリッジが前記２つの固定コンタクトを互いに電気的に接続
する閉位置に前記コンタクトブリッジを移動させるための非弾性の前進装置とを備え、当
該前進装置は、前記閉位置のコンタクトブリッジを前記２つの固定コンタクトに押しつけ
る目的としても設けられている大電流開閉器（１）であって、移動可能な２つのコンタク
トブリッジ（４）が設けられ、前記２つの固定コンタクトは各々が前記２つのコンタクト
ブリッジの間の前記コンタクトブリッジのそれぞれの端部に配置されており、前記前進装
置は、前記２つの固定コンタクトが互いに接続されていない開位置から前記コンタクトブ
リッジが前記２つの固定コンタクトを両方のコンタクトブリッジによって互いに電気的に
接続される閉位置に前記２つのコンタクトブリッジを移動させるよう構成され、前記コン
タクトブリッジが前記前進装置によって互いに反対向きに前記閉位置の固定コンタクトに
押しつけられ、前記コンタクトブリッジおよび前記前進装置の剛性が押しつける力の方向
において少なくとも５０，０００ｋＮｍｍ２の値に対応し、前記コンタクトブリッジと前
記前進装置からなる系の最小固有振動数が押しつける力の方向において２，０００Ｈｚよ
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り高くなることを特徴とする大電流開閉器（１）。
【請求項２】
　前記前進装置は、前記閉位置において、前記各コンタクトブリッジが前記２つの固定コ
ンタクトに少なくとも５００Ｎの力で押しつけられるように、寸法が決定されていること
を特徴とする請求項１に記載の大電流開閉器（１）。
【請求項３】
　前記前進装置が、前記コンタクトブリッジを、前記開位置から前記閉位置に移動させて
、ねじ込み端子のように前記固定コンタクトに押しつけるためのスピンドル駆動装置を備
えることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の大電流開閉器（１）。
【請求項４】
　前記スピンドル駆動装置のスピンドル（５）が前記大電流開閉器（１）の筐体（６）に
回転可能に支持され、当該スピンドルが前記２つの固定コンタクトの間において前記コン
タクトブリッジの長手寸法方向に垂直に配置されていることを特徴とする請求項３に記載
の大電流開閉器（１）。
【請求項５】
　前記スピンドル（５）が反対向きにねじ切りされた２本のねじ筋（５１，５２）を有し
、当該反対向きにねじ切りされたねじ筋がそれぞれ前記２つのコンタクトブリッジのうち
の一方に係合していることを特徴とする請求項４に記載の大電流開閉器（１）。
【請求項６】
　前記スピンドル（５）が、所定量の遊びをもって、軸方向に変位可能に、前記筐体（６
）に支持されていることを特徴とする請求項５に記載の大電流開閉器（１）。
【請求項７】
　前記コンタクトブリッジ（４）と前記大電流開閉器（１）の前記筐体（６）との間に少
なくとも一つの摺動ガイドが設けられていることを特徴とする請求項３～６のうちの一項
に記載の大電流開閉器（１）。
【請求項８】
　前記コンタクトブリッジ（４）が、その２つの端部それぞれに、９０°オフセット摺動
ガイド部（７）を備えていることを特徴とする請求項７に記載の大電流開閉器（１）。
【請求項９】
　前記前進装置が液圧駆動であることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の大電
流開閉器（１）。
【請求項１０】
　前記大電流開閉器はＡＣ開閉器であり、前記コンタクトブリッジおよび前記前進装置か
らなる系の最小固有振動数が前記押しつける力の方向におけるＡＣ周波数よりも高いこと
を特徴とする先行する請求項のうちの一つに記載の大電流開閉器（１）。
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